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　今年も田植えのシーズンが訪れ、5月8日から各地区で田植えが行われました！
　写真は5月15日から田植え作業を開始した北村勇気さん（一已地区）です♪　

➡記事の詳細は3ページ

～ 今月のヘッドライン ～JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！
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４
月
27
日
、
黄
倉
良
二
元
代
表
理
事
組
合
長

（
享
年
88
）
が
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
告
別
式

は
５
月
２
日
に
、
北
竜
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に

て
町
葬
で
執
り
行
わ
れ
、
岩
田
清
正
代
表
理
事

組
合
長
他
、
多
く
の
方
が
故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

　

黄
倉
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
に
高
等
学
校
を
卒

業
と
同
時
に
家
業
で
あ
る
農
業
に
従
事
さ
れ
、

消
防
団
や
青
年
団
に
も
入
団
、
地
域
に
対
す
る

奉
仕
活
動
を
行
う
な
ど
幅
広
く
活
動
さ
れ
、
若

き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
昭
和
48
年
に
北
竜
町
農

業
協
同
組
合
の
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
年
よ
り
、
黄
倉
さ
ん
は
農
薬
を
一
切

使
用
し
な
い
自
然
栽
培
の
取
り
組
み
を
開
始
す

る
な
ど
、
自
ら
ク
リ
ー
ン
農
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
、
町
内
に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
農
業
の

第
一
人
者
と
し
て
、
後
に
北
竜
町
の
有
機
減
農

薬
栽
培
を
始
め
と
す
る
ク
リ
ー
ン
農
業
の
普
及

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
若
い
担
い
手
層
を

刺
激
し
、
北
竜
町
農
協
の
組
合
長
に
就
任
さ
れ

た
平
成
３
年
に
は
、農
協
青
年
部
の
提
案
で
「
国

民
の
命
と
健
康
を
守
る
安
全
な
食
糧
生
産
宣
言

の
町
」
を
採
択
し
、
以
来
「
食
べ
物
は
命
」
の

理
念
の
も
と
に
、
農
業
と
農
協
運
動
を
通
じ
て

心
と
体
の
豊
か
さ
を
目
指
す
農
業
と
農
村
づ
く

り
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

 

き
た
そ
ら
ち
農
協
発
足
後
、
黄
倉
さ
ん
は
平

成
12
年
２
月
よ
り
、
き
た
そ
ら
ち
農
協
代
表
理

事
専
務
、
平
成
14
年
６
月
よ
り
代
表
理
事
組
合

長
と
し
て
、
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
平
成
19

年
４
月
の
退
任
ま
で
ご
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
は
黙
し
て
語
ら
ず
、
大
き
な
足
跡
を
も
っ

て
教
訓
を
与
え
て
頂
い
た
黄
倉
さ
ん
に
深
甚
な

る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
心
か
ら
追
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同
組
合

第
二
代
　
代
表
理
事
組
合
長

黄
倉
　
良
二
　
御
逝
去

黄倉良⼆さんの主な略歴
【北竜町農業協同組合　役員歴】２６年１０ヶ月

昭和４８年３月～昭和６０年３月　北竜町農業協同組合

昭和６０年３月～平成　２年３月　同 上

平成　２年３月～平成　３年３月　同 上

平成　３年３月～平成１２年１月　同 上

理事

組合長代理理事

専務理事

代表理事組合長

【きたそらち農業協同組合　役員歴】７年３ヶ月
平成１２年２月～平成１４年６月 きたそらち農業協同組合　

平成１４年６月～平成１９年４月 同 上　　　　　　　　　

代表理事専務

代表理事組合長

平成１８年１月 北海道産業貢献賞（農業関係功労者）　北海道

令和４年９月 北竜町名誉町民
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５
月
８
日
か
ら
、
多
度
志
地
区
を
皮
切

り
に
、Ｊ
Ａ
管
内
各
地
区
で
田
植
え
作
業

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
一
已
地
区
で
は
、
令
和
８
年
度
Ｊ
Ａ
き

た
そ
ら
ち
青
年
部
長
の
北
村
勇
気
さ
ん

（
表
紙
写
真
）
が
、
５
月
15
日
か
ら
作
業

を
始
め
た
。約
12 

ha
に「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」

と
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
を
全
量
密
苗
で
作
付

け
す
る
。

　
北
村
さ
ん
は
「
青
年
部
を
通
し
て
販
売

促
進
を
行
い
な
が
ら
、
消
費
者
の
皆
さ
ま

に
美
味
し
い
お
米
を
届
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　
今
年
度
の
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、
う
る
ち
米

と
も
ち
米
合
わ
せ
て
約
９
，
７
９
８
ha
を

作
付
け
す
る
見
込
み
。
田
植
え
作
業
は
５

月
18
日
頃
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
５
月
末
頃
ま

で
続
く
予
定
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

　
４
月
22
日
か
ら
５
月
８
日
に
か
け
、
当
Ｊ
Ａ

管
内
各
支
所
で
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
の
巡
回
が
行

わ
れ
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
職
員
と
空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
北
空
知
支
所
の
職
員
ら
が
、
生
産
者
の
圃

場
を
訪
問
し
、
移
植
予
定
日
や
苗
の
草
丈
な
ど

の
生
育
状
況
を
記
録
し
た
。

　
巡
回
し
た
職
員
は
、「
融
雪
が
早
く
出
芽
に
ム

ラ
が
あ
る
も
の
の
概
ね
順
調
で
、
気
温
も
緩
や

か
に
上
昇
し
ハ
ウ
ス
内
も
十
分
な
環
境
で
あ
る
」

と
話
す
。

【
北
竜
支
所
　
河端

】

　
水
稲
直
播
研
究
会
は
、
５
月
11
日
か
ら
22
日

に
か
け
、
４
名
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
、Ｇ
Ｐ

Ｓ
自
動
操
舵
搭
載
の
12
条
播
種
機
と
ド
ロ
ー
ン

を
使
用
し
た
播
種
作
業
を
行
っ
た
。

　
同
研
究
会
員
49
人
の
水
田
約
１
９
２ 

ha
（
昨

年
比
45 

ha
増
）に「
え
み
ま
る
」「
な
な
つ
ぼ
し
」、

飼
料
用
米「
そ
ら
ゆ
た
か
」な
ど
を
作
付
け
す
る
。

　
同
研
究
会
事
務
局
の
Ｊ
Ａ
米
穀
課
は
「
面
積
拡

大
で
適
期
播
種
が
課
題
と
な
る
な
か
、
両
機
器
を

組
み
合
わ
せ
た
体
制
を
整
備
し
対
応
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

【
米
穀
課
　
佐
々
木
】

晴
天
と
と
も
に
、

好
調
な
ス
タ
ー
ト
！

5/15

令
和
８
年
度
　
田
植
え
　
ス
タ
ー
ト
!!

水
稲
育
苗
巡
回
を

実
施

4/22

水
稲
直
播
研
究
会

播
種
作
業

5/11
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き
た
そ
ら
ち
レ
ポ
ー
ト

き
た
そ
ら
ち
レ
ポ
ー
ト

5/5

4/16

　
５
月
５
日
、
き
た
そ
ら
ち
の
春
の
味
覚

を
代
表
す
る
果
実
、
春
作
い
ち
ご
「
け
ん

た
ろ
う
」
が
初
出
荷
を
迎
え
た
。

　
こ
の
日
は
、
納
内
地
区
の
尾
郷
勝
氏
が

８
パ
ッ
ク
を
出
荷
。
今
年
は
４
月
か
ら
の

冷
え
込
み
の
影
響
で
い
ち
ご
の
生
育
が
進

ま
ず
、
昨
年
よ
り
１
日
ほ
ど
遅
い
初
出
荷

と
な
っ
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
納
内
地
区
の
２
戸
が

春
作
い
ち
ご
「
け
ん
た
ろ
う
」
と
「
ゆ
き

ラ
ラ
」
の
２
品
種
を
栽
培
し
て
い
る
。
出

荷
は
６
月
下
旬
頃
ま
で
続
き
、
当
Ｊ
Ａ
農

産
物
直
売
所
「
ｅ
ｃ
ｉ
Ｒ（
え
し
る
）」
な

ど
に
も
並
ぶ
。

【
青
果
課
　
北
町
】

　
雨
竜
支
所
で
、
岩
石
と
場
の
特
性
を
活

用
し
た
風
化
促
進
技
術
「
Ａ‐

Ｅ
Ｒ
Ｗ
」

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
２
０
２
５
年
実
証

実
験
に
係
る
報
告
会
が
行
わ
れ
、
15
人
が

参
加
し
た
。

　
実
証
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
２
０

２
４
年
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
玄
米
収
量
の

増
加
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
土
壌

の
ph
を
上
昇
さ
せ
る
効
果
は
確
実
に
あ
る

と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
昨
年
収
穫
し
た
Ａ‐

Ｅ
Ｒ
Ｗ
米
と

慣
行
区
の
お
米
の
比
較
試
食
も
行
わ
れ
、

Ａ‐

Ｅ
Ｒ
Ｗ
米
は
、
参
加
者
の
う
ち
10
人

に
好
評
で
あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
Ａ

‐

Ｅ
Ｒ
Ｗ
米
の
方
が
甘
く
、
食
感
が
も
ち

も
ち
し
て
い
て
お
い
し
か
っ
た
」
と
評
価

を
い
た
だ
い
た
。
当
Ｊ
Ａ
所
有
の
食
味
分

析
計
に
お
い
て
も
、
食
味
値
・
タ
ン
パ
ク

質
・
水
分
・
ア
ミ
ロ
ー
ス
と
い
っ
た
項
目

で
Ａ‐

Ｅ
Ｒ
Ｗ
米
の
優
位
性
が
見
ら
れ
た
。

　
３
年
目
と
な
る
本
年
は
、
状
況
の
継
続

の
た
め
の
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。

　【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

春
作
い
ち
ご
の

出
荷
ス
タ
ー
ト

「
Ａ-

Ｅ
Ｒ
Ｗ
」開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

試
験
報
告
会

― 

参
加
者
が
お
い
し
い
と
答
え
た

米
の
味
と
は
？ 

―
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4/17

5/8

　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学
「
カ
レ
ッ

ジ
あ
み
て
ぃ
え
」
第
６
期
生
の
入
学
式
が

挙
行
さ
れ
、今
年
度
は
19
人
が
入
学
し
た
。

　
入
学
式
で
は
、
同
大
学
の
田
丸
利
博
学

長
（
Ｊ
Ａ
代
表
理
事
専
務
）
が
「
１
年
間

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ

職
員
な
ど
が
講
師
を
務
め
る
こ
と
に
な

る
。
た
く
さ
ん
質
問
し
て
知
識
を
深
め
る

だ
け
で
な
く
、
普
段
関
わ
る
機
会
が
少
な

い
人
た
ち
と
の
交
流
も
楽
し
み
な
が
ら
、

充
実
し
た
１
年
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　
式
の
中
で
は
受
講
生
一
人
ひ
と
り
か
ら

自
己
紹
介
い
た
だ
き
、「
新
し
い
仲
間
と

１
年
間
学
ぶ
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
」「
複

数
回
入
学
し
て
い
る
が
、
毎
回
違
っ
た
内

容
で
農
業
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
る
」
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と

が
出
来
た
。

　
入
学
式
後
に
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
た
。参
加
者
全
員
が
円
を
作
り
、

く
じ
か
ら
引
い
た
番
号
に
対
応
す
る
質
問

に
答
え
て
い
く
形
式
で
進
め
ら
れ
た
。「
家

で
１
人
の
時
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

る
か
」
や
「
自
分
の
長
所
（
得
意
な
事
）」

な
ど
、エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
話
し
、

終
始
和
や
か
な
空
気
の
中
行
わ
れ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
石
野
】

　
５
月
８
日
、
令
和
８
年
度
「
北
育
ち
元

気
塾
」
の
第
２
回
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

塾
生
13
名
が
出
席
し
た
。

　
初
め
に
、
深
川
市
農
業
セ
ン
タ
ー
で
、

空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
北
空
知
支

所
の
葉
山
秀
太
普
及
職
員
か
ら
水
稲
育
苗

管
理
の
注
意
点
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い

た
。
実
際
に
苗
を
見
な
が
ら
葉
数
の
数
え

方
や
、
葉
数
に
よ
っ
て
変
わ
る
管
理
方
法

を
学
ん
だ
。

　
続
い
て
、
妹
背
牛
町
で
、
ヤ
ン
マ
ー
ア

グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
柳
田
梨
帆
氏

よ
り
「
田
植
機
の
実
機
を
用
い
た
田
植
機

の
性
能
及
び
使
用
方
法
」
と
し
て
、
一
般

仕
様
と
密
苗
仕
様
の
違
い
や
、
様
々
な
ア

シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
を
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
最
後
に
、
秩
父
別
町
在
住
の
北
海
道
農

業
士
で
あ
る
合
田
麻
理
氏
の
育
苗
ハ
ウ
ス

を
見
学
。水
稲
採
種
栽
培
に
つ
い
て
学
び
、

厳
し
い
審
査
の
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
た
め

に
注
意
し
て
い
る
管
理
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　
塾
生
は
「
採
種
の
知
識
は
な
か
っ
た
が

今
回
で
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
採
種
農
家

の
次
年
度
に
繋
が
る
取
り
組
み
や
厳
し
い

管
理
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
が
営
農
で
き

て
い
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
」
と
感
想

を
述
べ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
石
野
】

第
６
期
生
入
学
式

カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え

第
２
回
研
修
会
　
開
催

令
和
８
年
度
　
北
育
ち
元
気
塾
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4/24

4/9

4/30

　
ふ
か
が
わ
肉
牛
組
合
が
、
ラ
・
カ
ン
パ

ー
ニ
ュ
ホ
テ
ル
深
川
で
、
令
和
７
年
度
定

期
総
会
を
開
催
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
横
井
優
司
組
合
長(

一
已
地
区)

が
「
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に

伴
い
、
今
後
さ
ら
に
飼
料
価
格
の
高
騰
が

予
測
さ
れ
る
。
こ
こ
数
年
、
非
常
に
厳
し

い
畜
産
情
勢
が
続
い
て
い
る
が
、
組
合
一

丸
と
な
り
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
こ

う
」
と
力
強
い
言
葉
で
挨
拶
し
た
。

　
ま
た
、
本
総
会
に
は
田
中
昌
幸
深
川
市

長
や
植
村
真
美
北
海
道
議
会
議
員
に
も
ご

出
席
い
た
だ
き
、
冒
頭
に
ご
挨
拶
を
賜
っ

た
。

　
昨
年
は
、
当
組
合
と
し
て
農
道
音
楽
祭

や
幌
加
内
町
新
そ
ば
祭
り
に
出
店
し
、
深

川
牛
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
も
、

市
内
外
を
問
わ
ず
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
当
組
合
の

ブ
ー
ス
を
見
か
け
た
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　【
畜
産
課
　
稲
田
】

　
幌
加
内
支
所
そ
ば
生
産
者
部
会
は
、
も

ち
米
・
う
る
ち
米
生
産
組
合
、
青
年
部
幌

加
内
支
部
と
の
合
同
に
よ
る
「
豊
穣
祈
願

祭
」
を
北
海
道
神
宮
で
執
り
行
っ
た
。

　
農
産
物
の
豊
穣
や
作
業
安
全
、
各
組
織

の
事
業
繁
栄
を
願
う
祝
詞
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
各
代
表
者
が
玉
串
を
奉
納
し
、
参
加

者
は
特
別
な
想
い
を
胸
に
地
元
伝
統
や
農

業
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。

　
神
事
後
、
畑
正
志
そ
ば
部
会
長
が
意
気

込
み
を
語
り
「
五
穀
豊
穣
と
作
業
安
全
、

各
組
織
の
事
業
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
し

た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

【
幌
加
内
支
所
　
宮
田
】

　
深
川
支
所
年
金
友
の
会
が
定
期
総
会
を

開
催
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
坂
口
三
男
会
長
は
、

「
様
々
な
行
事
に
ご
参
加
願
い
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
健
康
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。
ま
た
議
事
で
は
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
深
川
警
察
署
か
ら
「
特
殊
詐

欺
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
」、「
自
転
車
の
交
通

違
反
」
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

　
な
お
、役
員
に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
。

会
　
長
：
佐
藤 

克
之

副
会
長
：
舘
下 

孝
之
、
小
田 
雅
一
　
　

会
　
計
：
馬
場 

盛

監
　
事
：
松
本 

健
憲
、
酒
井 

孝
雄

【
金
融
共
済
深
川
支
所
　
小
野
寺
】

定
期
総
会
を
開
催

令
和
７
年
度
ふ
か
が
わ
肉
牛
組
合

北
海
道
神
宮
で

「
豊
穣
祈
願
祭
」

幌
加
内
支
所

第
47
回
定
期
総
会
開
催

深
川
支
所
年
金
友
の
会
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本
号
を
執
筆
し
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

「
水
田
政
策
の
見
直
し
」
の
議
論
が
ひ
と
区

切
り
つ
き
そ
う
な
の
で
、
今
回
は
そ
れ
に
つ

い
て
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ま
だ

中
味
に
立
ち
入
っ
た
議
論
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
簡
単
に
振
り

返
っ
て
お
き
ま
す
。
農
水
省
が
25
年
１
月
末

に
「
水
田
政
策
の
見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い

て
」
と
い
う
ペ
ー
パ
ー
を
唐
突
に
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
25
年
４
月
の
基
本
計
画
に
そ
の

ま
ま
盛
り
込
ま
れ
た
。
焦
点
は
水
活
の
見
直

し
で
、
①
27
年
度
か
ら
根
本
的
に
見
直
す
、

②
作
物
ご
と
の
生
産
性
向
上
へ
の
支
援
に
転

換
す
る
、
③
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
に
つ
い

て
は
水
田
・
畑
に
か
か
わ
ら
ず
支
援
す
る
内

容
に
見
直
す
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
特
に

驚
い
た
の
は
「
水
田
・
畑
に
か
か
わ
ら
ず
」

と
い
う
部
分
で
、
こ
れ
ま
で
の
「
転
作
」
と

い
う
考
え
方
を
捨
て
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で

す
。

　

ま
た
、
27
年
度
か
ら
見
直
す
と
い
う
こ
と

は
、
27
年
度
予
算
に
そ
の
内
容
を
盛
り
込
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
概
算
要
求
を
ま
と
め

る
の
は
26
年
８
月
末
で
す
が
、
そ
の
前
段
で

「
骨
太
の
方
針
（
予
算
編
成
の
基
本
方
針
）」

が
つ
く
ら
れ
る
の
で
、
大
筋
は
そ
こ
に
書
き

込
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
。
で
す
か
ら
、
遅

く
と
も
６
月
ま
で
に
取
り
ま
と
め
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
ま
さ
に
今
な

の
で
す
。
基
本
計
画
か
ら
数
え
る
と
、
議
論

の
期
間
は
1
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
中
味
が
一
向

に
出
て
こ
な
い
。
与
党
（
自
民
党
）
に
お
け

る
議
論
の
場
は
、昨
年
８
月
に
発
足
し
た
「
農

業
構
造
転
換
推
進
委
員
会
（
江
藤
拓
委
員

長
）」
で
し
た
。
で
す
が
、
米
政
策
に
つ
い

て
は
「
令
和
米
騒
動
」
の
後
始
末
を
す
る
方

が
先
で
、
見
直
し
の
議
論
に
な
か
な
か
着
手

で
き
な
い
。
後
始
末
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
と
り
あ
え
ず
の
方
向
性
が
昨
年
末

く
ら
い
に
ま
と
ま
っ
た
。
農
水
省
は
こ
れ
を

「
米
の
安
定
供
給
に
係
る
短
期
的
な
対
応
策
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
が
５
月
12
日
に
国

会
で
審
議
入
り
し
た
食
糧
法
改
正
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
い
よ
い
よ
水
田
政
策
の
見
直
し
か
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
年
明
け
が
解
散
総
選
挙

と
な
っ
た
。
第
２
次
高
市
内
閣
が
発
足
し
た

の
は
２
月
18
日
で
す
。
そ
の
10
日
後
に
ア
メ

リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
が

起
き
た
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
は
最
悪
の

事
態
で
、
農
業
へ
の
影
響
も
深
刻
で
す
。
３

月
26
日
の
日
本
農
業
新
聞
は
「
水
田
新
政
策

先
送
り
」
を
報
じ
ま
し
た
が
、
筆
者
も
そ
れ

で
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

４
月
に
入
っ
て
か
ら
急
に
動
き
出
し
た
の
で

す
。
報
道
を
頼
り
に
自
民
部
会
の
動
き
を
追

っ
て
み
る
と
、
４
月
８
日
の
部
会
で
農
水
省

が
た
た
き
台
を
出
し
て
き
た
。
次
が
４
月
15

日
で
す
が
、
こ
れ
は
各
団
体
の
要
請
を
聞
い

た
だ
け
。
そ
し
て
、
４
月
21
日
の
部
会
で
あ

ら
か
た
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
時

の
農
水
省
資
料
の
タ
イ
ト
ル
は
「
新
た
な
水

田
政
策
（
コ
メ
の
中
長
期
対
策
）
の
基
本
的

考
え
方
・
仕
組
み
」
で
し
た
。
そ
の
あ
と
Ｇ

Ｗ
に
入
っ
た
せ
い
か
動
き
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
５
月
15
日
に
開
か
れ
た
部
会
で
自

民
党
の
「
水
田
政
策
見
直
し
に
関
す
る
提
言
」

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
先
の
農
水
省
資
料
も

添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
ひ
と
区
切
り

で
す
。
こ
の
あ
と
地
方
説
明
会
も
開
催
さ
れ

る
よ
う
で
す
が
、
1
ヶ
月
で
急
ご
し
ら
え
し

た
見
直
し
案
が
す
ん
な
り
受
け
入
れ
ら
れ
る

と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
「
見
直
し
」

を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
今
や
る
べ
き
こ
と
な
の
か
と
思
い
ま

す
。
ど
う
考
え
て
も
、
今
や
る
べ
き
こ
と
は

米
の
需
給
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
と
、
中
東

情
勢
へ
の
対
応
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
逆

に
、
中
東
情
勢
で
日
本
の
食
料
安
全
保
障
を

め
ぐ
る
環
境
が
悪
化
し
そ
う
な
今
だ
か
ら
こ

そ
、
や
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
政
治
判
断
が

働
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
成
否
を

決
め
る
の
は
予
算
確
保
で
す
。
そ
の
答
え
は

年
内
に
出
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
こ
の
話
題
を

続
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

水
田
政
策
の
見
直
し
は

今
や
る
べ
き
こ
と

１
９
６
７
年 

札
幌
市
生
ま
れ
。
北
海
道
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
農
学
）。
秋
田
県
立
農
業
短
期

大
学
、
秋
田
県
立
大
学
生
物
資
源
科
学
部

を
経
て
、
２
０
０
４
年
北
海
道
大
学
大
学

院
農
学
研
究
院
助
手
。
助
教
、
講
師
、
准

教
授
を
経
て
、
２
０
２
１
年
よ
り
現
職
。

東
山
寛
の

「
協
同
ノ
ー
ト
」

北
海
道
大
学
大
学
院

農
学
研
究
院　
教
授

東
山　
　
寛

第
４
回
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プレゼントキャンペーン
応募総数発表！

たくさんのご応募、誠にありがとうございました！
広報誌300号記念アスパラガスプレゼントキャン
ペーンは、4月30日をもって終了いたしました！

応募総数はなんと、約2,000件！
たくさんのInstagramのコメント・フォロー、はが
きからのご参加いただき、心より感謝申し上げま
す。

厳正なる抽選の結果、30名の当選者を決定いたし
ました。
プレゼントは、5月末に発送済みです。 

ご当選された皆様、きたそらちの美味しいアスパ
ラをぜひ、ご堪能していただけたら幸いです。

引き続きJAきたそらち広報誌をよろしくお願いい
たします。

お申込みは
JAきたそらち
営農企画課まで

℡ 0164-26-0134
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Ｑ：Ｊ
Ａ
役
員
の
地
区
代
表
理
事
に

お
け
る
負
担
が
大
き
い
と
思
う
。

Ａ
：
地
区
代
表
理
事
の
負
担
が
大
き

い
こ
と
は
理
解
し
て
い
て
、
役
員

の
中
で
整
理
し
な
が
ら
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ：
イ
ラ
ン
情
勢
悪
化
に
よ
る
資
材
、

肥
料
、
燃
料
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
た
め
早
め
に
行
政
に
支
援

要
請
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
道
内
議
員
等
に
中
央
要
請

等
で
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ：
優
秀
な
職
員
を
含
め
、
辞
め
る

人
が
何
人
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。

補
充
す
る
と
は
言
っ
て
い
る
が
、

中
途
採
用
で
良
い
人
材
が
入
っ
て

く
る
と
は
限
ら
ず
、
戦
力
的
に
は

落
ち
る
と
思
う
。
そ
の
事
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
の
か
。

Ａ
：
今
の
時
代
、
キ
ャ
リ
ア
採

用
を
多
く
行
っ
て
お
り
、
多
い

時
で
月
に
４
人
、
５
人
が
面
接

に
来
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
Ｊ
Ａ

に
限
ら
ず
、
今
は
辞
め
る
人
は

辞
め
、
そ
し
て
次
の
職
場
に
行

く
と
い
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
キ
ャ
リ
ア
採
用
と
言
っ

て
も
異
業
種
か
ら
入
っ
て
来
た

時
に
、
慣
れ
な
い
、
ま
た
指
導

の
時
間
を
要
す
る
と
い
う
事
で
、

在
職
中
の
職
員
に
も
負
担
を
か

け
る
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
出
来
る
だ
け
組
合
員
に
不

安
を
与
え
な
い
よ
う
な
形
で
条

件
の
整
備
を
取
り
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ：
職
員
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
繁
忙
期
等
の
職
員
へ
の
負

担
が
心
配
。
ど
こ
の
企
業
も
人
員

不
足
で
は
あ
る
が
、
給
料
等
を
上

げ
増
員
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

Ａ
：
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
昨

年
４
月
か
ら
本
年
３
月
の
状
況

で
退
職
者
数
分
を
確
保
で
き
て

お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
経
験
者

が
退
職
し
未
経
験
者
が
採
用
と

な
る
た
め
労
力
的
に
は
現
状
と

同
等
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
採
用

に
お
い
て
も
色
々
と
手
を
打
っ

て
お
り
、
新
採
用
に
お
い
て
は

「
完
全
週
休
二
日
制
」
等
が
重
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
行
政
と
同

等
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
人
事

院
勧
告
に
極
力
近
い
形
で
の
初

任
給
・
給
与
表
を
設
定
し
、
採

用
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。Ｊ

Ａ
経
営
も
考
え
た
中
で
取
り
得

る
対
策
は
取
っ
て
い
ま
す
が
、

情
勢
的
に
今
後
職
員
数
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
状
況
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

内
部
的
に
は
、
業
務
の
進
め
方

や
「
や
る
べ
き
こ
と
」、「
や
ら

な
く
て
い
い
こ
と
」
も
考
え
な

が
ら
、
組
合
員
に
も
ご
理
解
や

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ：
人
事
異
動
に
関
し
、
販
売
高
な

ど
の
事
業
実
績
を
勘
案
し
て
人
員

配
置
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
配
置
人
員
に
つ
い
て
は
、

人
員
的
に
余
裕
の
あ
る
状
況
で

は
な
く
、
よ
り
効
率
的
な
運
営

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
取
扱
量
や
販
売
高

だ
け
で
は
な
く
、
支
所
間
の
平

準
化
を
図
り
な
が
ら
配
置
し
て

お
り
ま
す
こ
と
を
、
ご
理
解
願

い
ま
す
。

Ｑ：
役
員
報
酬
の
増
額
改
定
が
検
討

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
前

に
職
員
の
給
料
を
少
し
で
も
上
げ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
：
役
員
報
酬
の
改
定
に
つ
い

て
は
、
数
年
前
よ
り
役
員
報
酬

審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、職
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
先
行
す
る
こ
と
で
見
送
っ

て
き
ま
し
た
。
理
事
会
や
役
員

報
酬
審
議
会
で
も
、
今
改
定
す

る
こ
と
が
良
い
の
か
と
い
う
ご

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

の
経
済
情
勢
や
管
内
Ｊ
Ａ
の
状

況
を
踏
ま
え
て
令
和
８
年
よ
り

改
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

Ｑ：
販
促
活
動
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
い
う
話
が
あ
る
中
、
旅
費
交

通
費
が
減
少
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
：
旅
費
等
の
単
価
は
変
わ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
出
張
の
回

数
減
少
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の

開
催
な
ど
に
よ
っ
て
減
少
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ：Ｄ
Ｘ
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
効
果
を
聞
き
た
い
。

Ａ
：
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
目
立
っ
た
効

果
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
会

議
配
布
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
積
極

的
開
催
等
を
継
続
し
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。

Ｑ：
完
全
週
休
二
日
制
に
お
い
て
小

麦
・
大
豆
施
設
の
稼
働
は
２
交
代

制
を
取
る
な
ど
の
対
策
は
し
な
い

の
か
。

Ａ
：
繫
忙
期
体
制
は
こ
れ
ま
で

通
り
の
業
務
体
制
で
運
営
し
ま

す
。

Ｑ：
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済

（
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
）
は
、Ｊ
Ａ
で

は
取
り
扱
わ
な
い
の
か
説
明
願
う
。

Ａ
：
中
小
機
構
が
取
り
扱
う
セ
ー

フ
テ
ィ
共
済
は
、
現
在
Ｊ
Ａ
で

は
取
り
扱
っ
て
い
な
い
状
況
で

す
。セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
の
趣
旨
は
、

取
引
先
事
業
者
が
倒
産
し
て
し

ま
う
と
売
掛
金
債
権
の
回
収
が

困
難
と
な
り
、
連
鎖
的
に
倒
産

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
仕
組
み

（
貸
付
金
制
度
）
で
す
。
当
時
は

Ｊ
Ａ
出
荷
が
多
く
、
農
業
者
に

対
し
て
は
需
要
が
無
い
と
い
っ

た
判
断
の
中
、
取
り
扱
い
を
し

て
こ
な
か
っ
た
経
過
で
あ
り
ま

す
。
近
年
の
米
価
高
騰
で
農
業

者
の
方
は
節
税
対
策
で
苦
慮
さ

れ
、
取
り
扱
え
な
い
の
か
と
の

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
の
取
扱
い
に
つ
き

ま
し
て
も
Ｊ
Ａ
系
統
と
し
て
取

り
扱
う
状
況
に
は
な
い
こ
と
を

ご
理
解
願
い
ま
す
。

Ｑ：
法
人
の
税
申
告
に
よ
る
納
税
手

続
き
に
つ
い
て
国
税
も
取
り
扱
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
：
昨
年
７
月
に
も
国
税
申
告

の
関
係
で
要
請
を
上
げ
て
ほ
し

い
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

経
過
が
あ
り
ま
す
。
現
状
は
手

続
き
上
、
取
扱
い
が
難
し
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
信
連
を

通
じ
て
改
善
が
出
来
な
い
か
要

望
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
現
時
点
で
Ｊ
Ａ
で
の
国
税

納
付
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
今
後

に
向
け
て
Ｊ
Ａ
と
し
て
取
り
扱

う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
、
継
続
要
請
は
し
て
お
り

ま
す
事
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

Ｑ：
市
内
で
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に

捕
獲
頭
数
や
対
策
等
の
周
知
を
し

て
ほ
し
い
。

Ａ
：
北
空
知
管
内
に
も
鳥
獣
害

の
対
策
協
議
会
が
あ
り
、
総
会

の
開
催
や
講
習
会
な
ど
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
深
川
市
内
に
つ

い
て
は
一
般
の
方
も
ご
加
入
い

だ
い
て
お
り
精
力
的
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
が
、
個
体
数
の
大

幅
な
減
少
と
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
協
議
会
を
中
心

に
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
被

害
拡
大
防
止
に
向
け
た
啓
蒙
活

動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ：
農
政
事
務
所
か
ら
入
っ
て
く
る

交
付
金
に
つ
い
て
、
詳
細
が
書
い

て
い
な
い
た
め
何
の
お
金
が
入
っ

て
き
た
か
わ
か
ら
な
い
。
改
善
で

き
な
い
か
。

Ａ
：
振
込
に
な
る
た
め
変
更
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
事
前
に

何
の
お
金
が
入
金
に
な
る
の
か

文
書
を
出
す
な
ど
し
て
、
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

Ｑ：
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

の
通
知
が
ハ
ガ
キ
１
枚
と
な
り
詳

細
が
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
る
。
個

人
別
の
明
細
を
発
行
す
る
こ
と
が

難
し
け
れ
ば
単
価
が
分
か
る
資
料

の
配
布
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
周

知
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
：
国
の
案
内
方
法
が
昨
年
か

ら
変
更
さ
れ
、
ハ
ガ
キ
１
枚
の

通
知
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
再
生
協
議
会
に
確

認
を
求
め
る
よ
う
変
更
さ
れ
た

こ
と
は
、Ｊ
Ａ
と
し
て
も
困
惑
し

て
お
り
ま
す
。通
知
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
や
り
方
が
良
い
か

関
係
機
関
と
協
議
し
、
取
り
進

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
併

せ
て
単
価
等
の
お
知
ら
せ
に
つ

い
て
も
内
容
が
わ
か
る
よ
う
な

取
組
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

Ｑ：
ク
ミ
カ
ン
帳
票
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
、
報
告
書
は
紙
で
欲
し

い
と
思
っ
て
い
る
。
青
色
申
告
の

際
に
ク
ミ
カ
ン
の
収
支
を
見
る
が
、

12
か
月
全
て
の
報
告
を
見
る
場
合
、

携
帯
で
ス
ム
ー
ズ
に
見
る
こ
と
は

可
能
な
の
か
。

Ａ
：
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
表
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
端
末
に
も
よ
り
ま
す
が
ス

ム
ー
ズ
に
閲
覧
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
デ
ー
タ
を
保
存
し
、
必

要
な
場
合
印
刷
す
る
方
法
も
と

れ
ま
す
。
従
来
の
手
法
か
ら
コ

ス
ト
改
善
の
た
め
、
こ
の
よ
う

な
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
年
の
12
月
ま
で
は
紙

と
併
用
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
期
間
中
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
で
デ
ー
タ
で
の
閲
覧

に
慣
れ
て
い
た
だ
き
、
改
善
点

な
ど
の
ご
意
見
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

（
要
望
）
ク
ミ
カ
ン
報
告
書
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
い
て
、
書
き
込
み
な

ど
す
る
た
め
紙
で
欲
し
い
と
思
っ

て
い
る
。
北
電
な
ど
の
会
社
で
は

紙
媒
体
の
発
行
を
有
料
化
し
て
対

応
し
て
い
る
た
め
、Ｊ
Ａ
も
有
料
化

し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
完

全
に
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
で
は
な

く
、
紙
で
欲
し
い
と
い
う
意
見
に

も
寄
り
添
っ
て
ほ
し
い
。

Ｑ：
米
の
価
格
に
つ
い
て
市
中
価
格

が
下
落
し
て
い
る
が
、
概
算
金
の

返
還
は
あ
り
得
る
の
か
。

Ａ
：
系
統
の
北
海
道
米
販
売
状

況
は
、
卸
等
販
売
先
と
の
契
約

を
殆
ど
終
え
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
現
状
で
は
市
中
価
格
ほ
ど

の
大
幅
な
価
格
下
落
は
免
れ
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
環
境
の

悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

概
算
金
の
返
還
が
発
生
し
な
い

よ
う
販
売
促
進
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

Ｑ：
営
農
計
画
書
の
米
の
単
価
の
根

拠
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
計
画
書
の
単
価
に
つ
い
て
は
、

消
費
者
が
購
入
し
や
す
い
価
格

帯
（
５
㎏
３
，
０
０
０
円
台
）、

民
間
輸
入
米
の
価
格
帯
等
を
考

慮
し
て
Ｊ
Ａ
独
自
の
試
算
と
し

て
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

現
段
階
で
単
価
が
担
保
さ
れ
る

確
約
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
情

報
が
集
ま
り
ま
し
た
ら
皆
様
に

お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

Ｑ：「
そ
ら
き
ら
り
」
は
、
今
後
「
き

ら
ら
３
９
７
」
と
置
き
換
え
る
の
か
。

Ａ
：「
そ
ら
き
ら
り
」に
つ
い
て
は
、

面
積
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
収
量
も
「
き
ら
ら

３
９
７
」よ
り
確
保
出
来
ま
す
が
、

品
質
が
良
く
な
い
点
が
懸
念
事

総 
務 
関 
係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
８
年
３
月
９
日
〜
3
月
12
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

Ｑ
：
意
見・要
望
事
項

Ａ
：
対
応
等

農
業
振
興
関
係

項
で
す
。
品
種
の
特
性
が
ま
だ

掴
み
き
れ
て
お
ら
ず
、Ｊ
Ａ
と
し

て
も
積
極
的
に
推
進
が
出
来
て

い
な
い
状
況
で
す
。
販
売
現
場

で
は
「
き
ら
ら
３
９
７
」
を
望

ん
で
い
る
販
売
先
も
あ
り
、「
き

ら
ら
３
９
７
」
と
の
置
き
換
え

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
市
販
用
・
業

務
用
等
へ
の
販
売
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

Ｑ：「
北
見
95
号
」
へ
の
切
り
替
え

に
つ
い
て
、
全
面
切
り
替
え
ま
で

の
予
定
、
野
良
生
え
対
策
、
施
設

出
荷
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

Ａ
：
品
種
切
り
替
え
に
つ
い
て
は
、

小
麦
自
体
の
面
積
拡
大
も
考
慮

し
、
令
和
９
年
産
１
，
０
０
０

ha
、
令
和
10
年
１
，
３
０
０
ha
、

令
和
11
年
１
，
７
０
０
ha
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
止
む
を
得

ず
連
作
と
な
る
場
合
は
、
除
草

剤
散
布
な
ど
で
野
良
生
え
対
策

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
施
設
出
荷
に
つ
い
て

は
生
麦
出
荷
で
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
決
算
で
目
的
積
立
金

を
取
り
崩
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
令
和
３
年
度
決
算
に
お
い

て
、
生
産
施
設
部
門
の
収
支

合
計
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

為
、
生
産
施
設
積
立
金
の
取

崩
基
準
に
従
っ
て
取
り
崩
し

た
も
の
で
す
。

●
令
和
４
年
４
月
の
機
構
改

革
で
担
い
手
支
援
室
を
無
く

し
た
経
緯
を
教
え
て
頂
き
た

い
。

●
職
員
の
人
員
確
保
が
困
難

で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
一
番

の
要
因
で
す
。
担
い
手
支
援

室
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
業

務
は
融
資
課
に
引
き
継
が
れ

る
為
巡
回
は
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

●
深
川
市
内
各
支
所
の
老
朽

販 

売 

関 

係

金
融
共
済
関
係

（14）（14）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



Ｑ：Ｊ
Ａ
役
員
の
地
区
代
表
理
事
に

お
け
る
負
担
が
大
き
い
と
思
う
。

Ａ
：
地
区
代
表
理
事
の
負
担
が
大
き

い
こ
と
は
理
解
し
て
い
て
、
役
員

の
中
で
整
理
し
な
が
ら
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ：
イ
ラ
ン
情
勢
悪
化
に
よ
る
資
材
、

肥
料
、
燃
料
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
た
め
早
め
に
行
政
に
支
援

要
請
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
道
内
議
員
等
に
中
央
要
請

等
で
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ：
優
秀
な
職
員
を
含
め
、
辞
め
る

人
が
何
人
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。

補
充
す
る
と
は
言
っ
て
い
る
が
、

中
途
採
用
で
良
い
人
材
が
入
っ
て

く
る
と
は
限
ら
ず
、
戦
力
的
に
は

落
ち
る
と
思
う
。
そ
の
事
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
の
か
。

Ａ
：
今
の
時
代
、
キ
ャ
リ
ア
採

用
を
多
く
行
っ
て
お
り
、
多
い

時
で
月
に
４
人
、
５
人
が
面
接

に
来
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
Ｊ
Ａ

に
限
ら
ず
、
今
は
辞
め
る
人
は

辞
め
、
そ
し
て
次
の
職
場
に
行

く
と
い
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
キ
ャ
リ
ア
採
用
と
言
っ

て
も
異
業
種
か
ら
入
っ
て
来
た

時
に
、
慣
れ
な
い
、
ま
た
指
導

の
時
間
を
要
す
る
と
い
う
事
で
、

在
職
中
の
職
員
に
も
負
担
を
か

け
る
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
出
来
る
だ
け
組
合
員
に
不

安
を
与
え
な
い
よ
う
な
形
で
条

件
の
整
備
を
取
り
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ：
職
員
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
繁
忙
期
等
の
職
員
へ
の
負

担
が
心
配
。
ど
こ
の
企
業
も
人
員

不
足
で
は
あ
る
が
、
給
料
等
を
上

げ
増
員
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

Ａ
：
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
昨

年
４
月
か
ら
本
年
３
月
の
状
況

で
退
職
者
数
分
を
確
保
で
き
て

お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
経
験
者

が
退
職
し
未
経
験
者
が
採
用
と

な
る
た
め
労
力
的
に
は
現
状
と

同
等
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
採
用

に
お
い
て
も
色
々
と
手
を
打
っ

て
お
り
、
新
採
用
に
お
い
て
は

「
完
全
週
休
二
日
制
」
等
が
重
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
行
政
と
同

等
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
人
事

院
勧
告
に
極
力
近
い
形
で
の
初

任
給
・
給
与
表
を
設
定
し
、
採

用
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。Ｊ

Ａ
経
営
も
考
え
た
中
で
取
り
得

る
対
策
は
取
っ
て
い
ま
す
が
、

情
勢
的
に
今
後
職
員
数
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
状
況
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

内
部
的
に
は
、
業
務
の
進
め
方

や
「
や
る
べ
き
こ
と
」、「
や
ら

な
く
て
い
い
こ
と
」
も
考
え
な

が
ら
、
組
合
員
に
も
ご
理
解
や

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ：
人
事
異
動
に
関
し
、
販
売
高
な

ど
の
事
業
実
績
を
勘
案
し
て
人
員

配
置
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
配
置
人
員
に
つ
い
て
は
、

人
員
的
に
余
裕
の
あ
る
状
況
で

は
な
く
、
よ
り
効
率
的
な
運
営

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
取
扱
量
や
販
売
高

だ
け
で
は
な
く
、
支
所
間
の
平

準
化
を
図
り
な
が
ら
配
置
し
て

お
り
ま
す
こ
と
を
、
ご
理
解
願

い
ま
す
。

Ｑ：
役
員
報
酬
の
増
額
改
定
が
検
討

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
前

に
職
員
の
給
料
を
少
し
で
も
上
げ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
：
役
員
報
酬
の
改
定
に
つ
い

て
は
、
数
年
前
よ
り
役
員
報
酬

審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、職
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
先
行
す
る
こ
と
で
見
送
っ

て
き
ま
し
た
。
理
事
会
や
役
員

報
酬
審
議
会
で
も
、
今
改
定
す

る
こ
と
が
良
い
の
か
と
い
う
ご

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

の
経
済
情
勢
や
管
内
Ｊ
Ａ
の
状

況
を
踏
ま
え
て
令
和
８
年
よ
り

改
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

Ｑ：
販
促
活
動
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
い
う
話
が
あ
る
中
、
旅
費
交

通
費
が
減
少
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
：
旅
費
等
の
単
価
は
変
わ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
出
張
の
回

数
減
少
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の

開
催
な
ど
に
よ
っ
て
減
少
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ：Ｄ
Ｘ
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
効
果
を
聞
き
た
い
。

Ａ
：
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
目
立
っ
た
効

果
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
会

議
配
布
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
積
極

的
開
催
等
を
継
続
し
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。

Ｑ：
完
全
週
休
二
日
制
に
お
い
て
小

麦
・
大
豆
施
設
の
稼
働
は
２
交
代

制
を
取
る
な
ど
の
対
策
は
し
な
い

の
か
。

Ａ
：
繫
忙
期
体
制
は
こ
れ
ま
で

通
り
の
業
務
体
制
で
運
営
し
ま

す
。

Ｑ：
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済

（
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
）
は
、Ｊ
Ａ
で

は
取
り
扱
わ
な
い
の
か
説
明
願
う
。

Ａ
：
中
小
機
構
が
取
り
扱
う
セ
ー

フ
テ
ィ
共
済
は
、
現
在
Ｊ
Ａ
で

は
取
り
扱
っ
て
い
な
い
状
況
で

す
。セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
の
趣
旨
は
、

取
引
先
事
業
者
が
倒
産
し
て
し

ま
う
と
売
掛
金
債
権
の
回
収
が

困
難
と
な
り
、
連
鎖
的
に
倒
産

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
仕
組
み

（
貸
付
金
制
度
）
で
す
。
当
時
は

Ｊ
Ａ
出
荷
が
多
く
、
農
業
者
に

対
し
て
は
需
要
が
無
い
と
い
っ

た
判
断
の
中
、
取
り
扱
い
を
し

て
こ
な
か
っ
た
経
過
で
あ
り
ま

す
。
近
年
の
米
価
高
騰
で
農
業

者
の
方
は
節
税
対
策
で
苦
慮
さ

れ
、
取
り
扱
え
な
い
の
か
と
の

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
の
取
扱
い
に
つ
き

ま
し
て
も
Ｊ
Ａ
系
統
と
し
て
取

り
扱
う
状
況
に
は
な
い
こ
と
を

ご
理
解
願
い
ま
す
。

Ｑ：
法
人
の
税
申
告
に
よ
る
納
税
手

続
き
に
つ
い
て
国
税
も
取
り
扱
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
：
昨
年
７
月
に
も
国
税
申
告

の
関
係
で
要
請
を
上
げ
て
ほ
し

い
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

経
過
が
あ
り
ま
す
。
現
状
は
手

続
き
上
、
取
扱
い
が
難
し
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
信
連
を

通
じ
て
改
善
が
出
来
な
い
か
要

望
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
現
時
点
で
Ｊ
Ａ
で
の
国
税

納
付
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
今
後

に
向
け
て
Ｊ
Ａ
と
し
て
取
り
扱

う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
、
継
続
要
請
は
し
て
お
り

ま
す
事
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

Ｑ：
市
内
で
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に

捕
獲
頭
数
や
対
策
等
の
周
知
を
し

て
ほ
し
い
。

Ａ
：
北
空
知
管
内
に
も
鳥
獣
害

の
対
策
協
議
会
が
あ
り
、
総
会

の
開
催
や
講
習
会
な
ど
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
深
川
市
内
に
つ

い
て
は
一
般
の
方
も
ご
加
入
い

だ
い
て
お
り
精
力
的
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
が
、
個
体
数
の
大

幅
な
減
少
と
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
協
議
会
を
中
心

に
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
被

害
拡
大
防
止
に
向
け
た
啓
蒙
活

動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ：
農
政
事
務
所
か
ら
入
っ
て
く
る

交
付
金
に
つ
い
て
、
詳
細
が
書
い

て
い
な
い
た
め
何
の
お
金
が
入
っ

て
き
た
か
わ
か
ら
な
い
。
改
善
で

き
な
い
か
。

Ａ
：
振
込
に
な
る
た
め
変
更
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
事
前
に

何
の
お
金
が
入
金
に
な
る
の
か

文
書
を
出
す
な
ど
し
て
、
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

Ｑ：
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

の
通
知
が
ハ
ガ
キ
１
枚
と
な
り
詳

細
が
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
る
。
個

人
別
の
明
細
を
発
行
す
る
こ
と
が

難
し
け
れ
ば
単
価
が
分
か
る
資
料

の
配
布
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
周

知
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
：
国
の
案
内
方
法
が
昨
年
か

ら
変
更
さ
れ
、
ハ
ガ
キ
１
枚
の

通
知
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
再
生
協
議
会
に
確

認
を
求
め
る
よ
う
変
更
さ
れ
た

こ
と
は
、Ｊ
Ａ
と
し
て
も
困
惑
し

て
お
り
ま
す
。通
知
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
や
り
方
が
良
い
か

関
係
機
関
と
協
議
し
、
取
り
進

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
併

せ
て
単
価
等
の
お
知
ら
せ
に
つ

い
て
も
内
容
が
わ
か
る
よ
う
な

取
組
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

Ｑ：
ク
ミ
カ
ン
帳
票
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
、
報
告
書
は
紙
で
欲
し

い
と
思
っ
て
い
る
。
青
色
申
告
の

際
に
ク
ミ
カ
ン
の
収
支
を
見
る
が
、

12
か
月
全
て
の
報
告
を
見
る
場
合
、

携
帯
で
ス
ム
ー
ズ
に
見
る
こ
と
は

可
能
な
の
か
。

Ａ
：
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
表
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
端
末
に
も
よ
り
ま
す
が
ス

ム
ー
ズ
に
閲
覧
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
デ
ー
タ
を
保
存
し
、
必

要
な
場
合
印
刷
す
る
方
法
も
と

れ
ま
す
。
従
来
の
手
法
か
ら
コ

ス
ト
改
善
の
た
め
、
こ
の
よ
う

な
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
年
の
12
月
ま
で
は
紙

と
併
用
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
期
間
中
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
で
デ
ー
タ
で
の
閲
覧

に
慣
れ
て
い
た
だ
き
、
改
善
点

な
ど
の
ご
意
見
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

（
要
望
）
ク
ミ
カ
ン
報
告
書
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
い
て
、
書
き
込
み
な

ど
す
る
た
め
紙
で
欲
し
い
と
思
っ

て
い
る
。
北
電
な
ど
の
会
社
で
は

紙
媒
体
の
発
行
を
有
料
化
し
て
対

応
し
て
い
る
た
め
、Ｊ
Ａ
も
有
料
化

し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
完

全
に
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
で
は
な

く
、
紙
で
欲
し
い
と
い
う
意
見
に

も
寄
り
添
っ
て
ほ
し
い
。

Ｑ：
米
の
価
格
に
つ
い
て
市
中
価
格

が
下
落
し
て
い
る
が
、
概
算
金
の

返
還
は
あ
り
得
る
の
か
。

Ａ
：
系
統
の
北
海
道
米
販
売
状

況
は
、
卸
等
販
売
先
と
の
契
約

を
殆
ど
終
え
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
現
状
で
は
市
中
価
格
ほ
ど

の
大
幅
な
価
格
下
落
は
免
れ
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
環
境
の

悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

概
算
金
の
返
還
が
発
生
し
な
い

よ
う
販
売
促
進
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

Ｑ：
営
農
計
画
書
の
米
の
単
価
の
根

拠
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
計
画
書
の
単
価
に
つ
い
て
は
、

消
費
者
が
購
入
し
や
す
い
価
格

帯
（
５
㎏
３
，
０
０
０
円
台
）、

民
間
輸
入
米
の
価
格
帯
等
を
考

慮
し
て
Ｊ
Ａ
独
自
の
試
算
と
し

て
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

現
段
階
で
単
価
が
担
保
さ
れ
る

確
約
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
情

報
が
集
ま
り
ま
し
た
ら
皆
様
に

お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

Ｑ：「
そ
ら
き
ら
り
」
は
、
今
後
「
き

ら
ら
３
９
７
」
と
置
き
換
え
る
の
か
。

Ａ
：「
そ
ら
き
ら
り
」に
つ
い
て
は
、

面
積
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
収
量
も
「
き
ら
ら

３
９
７
」よ
り
確
保
出
来
ま
す
が
、

品
質
が
良
く
な
い
点
が
懸
念
事

総 

務 

関 

係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
８
年
３
月
９
日
〜
3
月
12
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

Ｑ
：
意
見・要
望
事
項

Ａ
：
対
応
等

農
業
振
興
関
係

項
で
す
。
品
種
の
特
性
が
ま
だ

掴
み
き
れ
て
お
ら
ず
、Ｊ
Ａ
と
し

て
も
積
極
的
に
推
進
が
出
来
て

い
な
い
状
況
で
す
。
販
売
現
場

で
は
「
き
ら
ら
３
９
７
」
を
望

ん
で
い
る
販
売
先
も
あ
り
、「
き

ら
ら
３
９
７
」
と
の
置
き
換
え

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
市
販
用
・
業

務
用
等
へ
の
販
売
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

Ｑ：「
北
見
95
号
」
へ
の
切
り
替
え

に
つ
い
て
、
全
面
切
り
替
え
ま
で

の
予
定
、
野
良
生
え
対
策
、
施
設

出
荷
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

Ａ
：
品
種
切
り
替
え
に
つ
い
て
は
、

小
麦
自
体
の
面
積
拡
大
も
考
慮

し
、
令
和
９
年
産
１
，
０
０
０

ha
、
令
和
10
年
１
，
３
０
０
ha
、

令
和
11
年
１
，
７
０
０
ha
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
止
む
を
得

ず
連
作
と
な
る
場
合
は
、
除
草

剤
散
布
な
ど
で
野
良
生
え
対
策

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
施
設
出
荷
に
つ
い
て

は
生
麦
出
荷
で
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
決
算
で
目
的
積
立
金

を
取
り
崩
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
令
和
３
年
度
決
算
に
お
い

て
、
生
産
施
設
部
門
の
収
支

合
計
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

為
、
生
産
施
設
積
立
金
の
取

崩
基
準
に
従
っ
て
取
り
崩
し

た
も
の
で
す
。

●
令
和
４
年
４
月
の
機
構
改

革
で
担
い
手
支
援
室
を
無
く

し
た
経
緯
を
教
え
て
頂
き
た

い
。

●
職
員
の
人
員
確
保
が
困
難

で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
一
番

の
要
因
で
す
。
担
い
手
支
援

室
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
業

務
は
融
資
課
に
引
き
継
が
れ

る
為
巡
回
は
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

●
深
川
市
内
各
支
所
の
老
朽

販 

売 

関 

係

金
融
共
済
関
係

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（15）（15）
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●試験日：９月19日（土） ●願書受付：７月13日（月）～８月31日（月）消印有効

●オープンキャンパス随時開催中

ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校 一般財団法人
北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417　【ＪＡカレッジ】で

一般財団法人
北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417　【ＪＡカレッジ】で

お問合せ・資料請求お問合せ・資料請求
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肩
こ
り
の
考
え
方

三
木
田
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　院
長

三
木
田
　
　
　光

　

肩
こ
り
は
一
般
に
後
頚
部
か
ら
肩
に
広
が
る
鈍
痛
や
不
快
感
、
筋
の
緊
張
と
さ

れ
、
女
性
に
多
く
、
睡
眠
や
体
型
、
仕
事
内
容
、
心
理
状
態
な
ど
と
関
連
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
病
態
に
つ
い
て
は
す
べ
て
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
主
に
自
覚
症
状
の
み
で
判
断
さ
れ
、
標
準

化
さ
れ
た
診
断
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肩
こ
り
は
原
因
と
な
る
器
質
的
疾
患
が
不

明
な
原
発
性
（
一
次
性
）
と
、
原
疾
患
の
明
ら
か
な
症
候
性
（
二
次
性
）
に
大
別

さ
れ
る
。
症
候
性
肩
こ
り
の
疾
患
と
し
て
は
、
頚
椎
疾
患
、
肩
関
節
疾
患
、
循
環

器
疾
患
、
呼
吸
器
疾
患
、
眼
精
疲
労
、
耳
鼻
科
疾
患
、
更
年
期
障
害
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
肩
こ
り
の
有
訴
率
は
非
常
に
高
く
男
性
で
約
６
％
、
女
性
で
約
13
％

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
肩
こ
り
発
症
の
危
険
因
子
と
し
て
女
性
、睡
眠
不
足
（
５

時
間
未
満
）、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
、
仕
事
に
関
連
し
た
抑
う
つ
気
分
、
体
幹
筋
量
の

低
下
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
交
感
神
経
の
緊
張
状
態
を

作
り
出
し
、
局
所
の
筋
緊
張
を
亢
進
さ
せ
る
悪
循
環
に
よ
っ
て
肩
こ
り
を
発
生
さ

せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
肩
こ
り
の
発
生
に
関
与
す
る
僧
帽
筋
に
は
静

脈
弁
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
容
易
に
静
脈
性
の
う
っ
血
す
な
わ
ち
末
梢
循

環
障
害
が
生
じ
や
す
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

肩
こ
り
の
診
断
・
評
価
項
目
と
し
て
、
上
背
部
の
痛
み
と
頚
部
筋
の
体
積
の
減

少
や
僧
帽
筋
の
血
流
・
酸
素
飽
和
度
の
低
下
が
関
連
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
作
業
関
連
性
肩
こ
り
の
発
生
に
関
す
る
項
目
と
し
て
、
職
場
環
境
へ
の
満

足
度
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
位
置
、
同
一
作
業
の
繰
り
返
し
、
自
覚
的
筋
緊
張
が
あ
り

ま
す
。

　

肩
こ
り
の
治
療
、
薬
物
治
療
と
し
て
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
抗
炎
症
薬
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
）、
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
貼
付
薬
、
物
理
療
法
（
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
や
経
皮
的
末
梢

神
経
電
気
刺
激
）
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
で

即
時
的
な
効
果
を
期
待
で
き
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
筋
肉
の
血
流
を
改
善
す

る
に
は
運
動
が
大
切
で
す
。
有
酸
素
運
動
は
運
動
耐
久
性
の
向
上
に
加
え
て
精
神

状
態
に
大
き
く
影
響
し
、
長
期
的
な
精
神
影
響
と
し
て
抑
う
つ
や
不
安
状
態
の
低

減
が
著
明
に
み
ら
れ
、
ま
た
短
期
的
な
精
神
影
響
と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
分
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
す
る
効
果
が
み
ら
れ
ま
す
。
運
動
療
法
に
よ
り
活
性
化
し
た
交
換

神
経
と
不
活
性
の
副
交
感
神
経
活
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
実
際
に
は
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
５
～
10
分
後
10
分
程
度
の
運
動
を
開

始
し
て
、
徐
々
に
運
動
時
間
を
延
長
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
肩
こ
り
で
お

困
り
の
方
は
整
形
外
科
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（17）（17）



14,800円
14,800円
0円
-

８月４日（火）
８月５日（水）
８月６日（木）

ＪＡきたそらち　本所（営農センター）
ＪＡきたそらち　雨竜支所
ＪＡきたそらち　北竜支所

深川市深川町字メム10号線山3線5850番地
雨竜町字満寿３０番地１９３
北竜町字和３６番地３

深川市
雨竜町
北竜町

18,150円
20,560円
18,260円

14,800円
14,800円
０円
-

34歳以下
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-
0円

14,800円
500円
500円
-

●各市町からの助成を受けるためには、検診結果が各市町に提供されることに同意する事が必要です。
●上記以外に前立腺がん検診やB型・Ｃ型肝炎検査などのオプション検診が用意されております。
●令和8年4月1日以降発行の「特定健康診査受診券」を、すでに掛かりつけの病院等で使用された方につきましては市町の助成金はありません。
●巡回ドック受診の際には「健康保険証(マイナ保険証を利用の方はマイナンバーカード）」と「特定健康診査受診券」を忘れずにご持参下さい。
●受付時間と人数を指定させていただきます。
●待合スペースの密集状態防止措置のため、ご希望時間に添えない場合がござますが何卒ご理解の程お願いいたします。

☆お申し込み方法や日程などの詳細につきましては、各支所の人間ドック担当者へお問い合わせ願います。

　巡回ドック健診項目

■市・町・ＪＡの助成後の
　検診料金

基本的な項目

国保市・町

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

14,800円
0円
0円
0円
-

14,800円
0円
０円
0円
-

29歳以下
30歳～ 34歳
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-
-
0円

14,800円
5,780円
500円
500円
-

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

18,271円
19,922円
18,381円

後期高齢者医療

19,800円
19,800円
19,800円

34歳以下
社保（本人） 社保（家族）

19,635円
19,635円
19,635円

35歳以上
19,800円
19,800円
19,800円

39歳以下
18,150円
19,922円
18,150円

40歳以上

特定健診、がん検診
※以下項目は、一定の基準により医師が必要と認めた場合に実施します。

　心電図、眼底検査、貧血検査、血清クレアチニン検査

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。
　心電図1,430円、眼底検査638円、貧血検査232円

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。ただし、国保で40歳～74歳の方
　は市の助成があります。心電図1,430円、眼底検査638円、貧血検査232円、血清クレアチニン検査110円

※JA助成金（5,000円）対象は、正組合員及び同居している家族・農業に従事している家族です。
　准組合員の方は対象外です。
※社会保険の方の金額は、協会けんぽへ申込後の金額です。

※国保で39歳以下の方は19,800円となります。

※加入保険により検診料金が変わります。

7,540円
7,540円
0円
-

7,540円
7,540円
0円
-

34歳以下
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-
0円

14,800円
500円
500円
-

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

あなたの健康は家族の幸せの第一歩！！
年１回のドック受診をおすすめいたします。
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五月俳句五月俳句五月俳句
●
雨
竜
俳
句
会

　
北
国
の
風
の
固
さ
や
辛
夷
咲
く
　
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
春
眠
を
貪
る
我
の
抱
き
枕
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
待
子

　
ラ
ン
ド
セ
ル
夢
い
っ
ぱ
い
詰
め
一
年
生
　
　
　
松
木
　
五
月

　
名
城
を
讃
え
る
よ
う
に
桜
か
な
　
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
春
陽
受
け
土
持
ち
上
げ
る
野
菜
種
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
旅
の
春
別
れ
の
汽
笛
留
萌
線
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
灌
水
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
虹
架
か
る
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
採
り
ご
ろ
は
今
か
古
巣
の
茗
荷
旬
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
影
踏
む
も
行
方
当
て
な
い
春
の
雲
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
鯉
の
ぼ
り
背
丈
く
ら
べ
や
三
歳
児
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

　
別
れ
春
君
の
し
あ
わ
せ
風
に
問
う
　
　
　
　
　
南
　
　
秀
幸

　
村
出
で
し
友
へ
告
げ
に
き
成
田
星
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

●
土
筆
俳
句
会

　
鈴
蘭
の
蝦
夷
地
に
足
り
て
二
児
の
母
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
の
ん
び
り
と
咲
い
た
か
さ
庭
の
山
桜
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
昨
日
と
今
日
や
春
暮
る
る
　
　
南
川
冨
美
子

　
カ
タ
ク
リ
の
群
れ
て
彼
見
で
我
を
見
て
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
初
咲
き
の
カ
タ
ク
リ
迎
ふ
初
ゴ
ル
フ
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
ま
だ
高
い
ア
ス
パ
ラ
食
べ
て
笑
っ
て
る
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
住
む
人
も
無
き
軒
下
に
蕗
の
薹
　
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
花
は
ま
だ
一
足
先
に
団
子
食
む
　
　
　
　
　
　
沼
田
留
美
子

　
帰
る
鳥
月
の
裏
か
ら
見
え
る
と
き
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！

青年部での活動、日々の農作業の様子

などを青年部員が投稿しています♪

ぜひ、フォローしてチェックしてみて

ください！

品
種

性
別

区分
市 場 全 体 きたそらち農協

本年 4 月実績 前年同月実績 本年 4 月実績 前年同月実績

和　

牛

去
勢

出場頭数 915 951 25 25

平均価格 909,620 805,305 879,313 746,350

め
す

出場頭数 629 694 44 40

平均価格 786,754 676,177 781,468 645,136

交　

雑

去
勢

出場頭数 40 89 0 4

平均価格 483,148 375,560 0 359,975

め
す

出場頭数 257 238 97 77

平均価格 434,444 369,199 444,944 362,450

【平均価格は円・税込価格】

 令和８年度 ホクレン南北海道市場和牛・交雑素牛販売情報 

開催日
4/15～ 4/16
市場成績

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（19）（19）



クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

【タテのカギ】
2

3

4

5
6

7

8

9
10

11

15

16

18

アフリカ大陸に生息する、大型類
人猿は？
蚊を防ぐために、つり下げてまわり
をおおう、目の細かい網。
英語で「いいえ」「嫌です」など否
定の意味を持つ言葉。
七は二文字で？
日本と西洋。日本風と西洋風。「○
○○折衷」
建物の全部または一部を建て替え
ること。リフォーム。
文の意味をはっきりさせたり、読み
やすくするための「、」や「。」のこと。
火災の発生や延焼を防ぐこと。
他の人の世話にならずに生きていけ
る状態になること。独り立ち。
小学校入学前の幼児のための教育
機関。
大切なことを忘れないように書き
留めておくこと。または、それを書
きつけたもの。
作物などの植物の生育を促すため
に、肥料を与えること。
雌の馬と雄のロバの合いの子。

1
4

5

7

10

12

13

14

15

17

19

20

にごること。にごっていること。
でんぷん質の物を煮て作った、ねば
りけのあるもの。物をはるのに使う
水や湯を雨のように注ぎかける装
置。風呂で使う。
辛みが強いこと。甘みよりも辛み
を好むこと。
子供のために作られた歌。わらべ
歌。
飛び跳ねること。飛び上がること。
ジャンプ。
昆虫のさなぎが成虫になって、羽
が生えること。
地球上で、海や湖などの水でおお
われていない部分。
企業の試験会場などで、直接人に
合い話し合う事。
魚などが水中生活するための動物
の呼吸器。
地下の茎や根に、でんぷんなどを
蓄えて、太く膨らんだ根菜。
金冠をかぶせた歯。金製の入れ歯。

【ヨコのカギ】

ハガキ・ＦＡＸ・ホームページ応募フォームに、
①クイズの答え　②住所、氏名、年齢
③身近な出来事　④農協だよりに対するご意見ご感想
を記入の上ご応募下さい。当選者は8月号に掲載します。

〒074-0015　　
深川市深川町字メム10号線山3線5850番地
ＪＡきたそらち　農業振興部営農企画課
ＦＡＸの場合は　0164-22-1228
ホームページはこちらのQRコードから

宛　先

※ハガキで応募は、85円分のハガキ、切手をご使用ください。
　ご本人以外による応募は抽選外とさせていただいます。

応募方法

売電金額　2,520,280円（40円/kWh）

・・・ 応募締切　6月30日(消印有効) ・・・

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

令
和
７
年
度
　
１
月
１
日
付

　
青
果
部
　
施
設
課小

倉
　
祐
弥

4月号の答え

「ニユウガク」 

が選ばれました。が選ばれました。

深川市　安居　恵子　様
雨竜町　大林　紗也　様
幌加内町　椋井　　功　様

深川市　安居　恵子　様
雨竜町　大林　紗也　様
幌加内町　椋井　　功　様

正解者の中から抽選で3名様に
「農協全国商品券」をプレゼント

A B C D

組合員の動き
（令和8年4月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,123
124
5,215
249
790

当月末
19
0
31
0
14

脱退
6
4
29
1
3

加入
1,136
120
5,217
248
801

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力
○令和８年４月実績

計画対比

前年対比63,007kWh

発電電力
○累計（R７.12～R８.４）

175,014kWh

＋7,897kWh

＋11,272kWh

計画対比　＋47,386kWh　／　前年対比　＋44,010kWh

1 2 3 4

5 6

7 8 9

10 11

12 15 13
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１．関係団体等諸会議について

議案第１号　理事報酬額及び支給方法の決定につ
いて

議案第２号　行政庁への業務報告書の提出について

議案第３号　北竜支所　80号倉庫床修繕工事に係
る請負業者の選定について

提
出
議
案

報
告
事
項

第４回理事会 〈令和8年4月7日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．JAきたそらち災害対策組織図及び緊急時連絡先
について

６．固定資産およびリース資産の取得について
７．ＪＡバンク基本方針に基づくＪＡ財務モニタリン
グの報告について

８．職員の人事及び業務事故について
９．特別香花料の贈呈について
10．貸出金の貸付報告について
11．令和8年度　JAバンク経営戦略シートの策定に

ついて
12．令和8年産米「生産の目安」の取組状況について
13．2025年Ａ－ＥＲＷ開発プロジェクト試験報告に
ついて

14．経営所得安定対策等の理由書に係る根拠書類の明
確化について

15．新たな水田政策の基本的考え方・仕組み（案）に
ついて

16．各種補助事業に係る事務委託契約締結による取
り進め中止と今後の補助事業申請支援に係る対
応方針について

17．令和8年度　広報体制と情報発信の協力について
18．令和8年度　組合員巡回体制について
19．令和8年3月　営農懇談会意見・質問報告につ
いて

20．過年産米の精算について
21．米在庫状況（3月末）について
22．全農パールライス株式会社との産地交流会の実
施について

23．令和8年度　畜産物の販売実績（3月末）につ
いて

24．令和8年度　青果・花き集荷販売実績について
25．LINEによる資材受注について
26．中東情勢悪化に伴う令和8営農年度農業資材の

価格動向について
27．経済部事業実績について

１．役員執行体制の検討について
２．役員研修の企画について
３．令和8年産　米の取扱いについて

４．令和8年産　玄そばの取扱いについて
５．令和8年産　農産物予約前渡金及び概算金につ
いて

議案第１号　出資金の持分譲渡について
議案第２号　幌加内そばの牙城　マグネットスト

ーナー設置に係る請負業者の選定に
ついて

議案第３号　信用事業及び財産の状況に関する説
明書類の縦覧について

議案第４号　貸出金の貸付について
議案第５号　理事に対する貸出承認について
議案第６号　JAきたそらち担い手育成・定着支援制

度の新設について
議案第７号　完熟堆肥の供給に係るJA手数料の設

定について

提
出
議
案

協
議
事
項

報
　告
　事
　項

第５回理事会 〈令和8年5月8日開催〉 以下の事項について決議・承認されました
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金融共済部からのお知らせ

お問い合わせは

26019990005

JAのこども共済は幅広い払込免除保障も特徴です！JAのこども共済は幅広い払込免除保障も特徴です！

掛金

0歳 1歳 18歳

掛金

学資金

19歳

学資金

20歳

学資金

21歳

学資金

22歳

満期
共済金

共済掛金の払込期間

ご
契
約
者
が
も
し
も
の
と
き

共済掛金は
不要です

学資金等の
お受取り

共済掛金の
払込み

 「もしものとき」とは、死亡、所定の第1級後遺障害の状態または所定の重度要
介護状態、災害による所定の第2級～第4級の後遺障害の状態になられたとき
をいいます。 共済掛金払込免除不担保特則を付加する場合を除きます。

契約者が男性30歳の場合、上記の掛金に、それぞれ

でご加入できます！
0歳加入 年間 ＋754円
出生前加入 年間 ＋768円

21歳

学資金

￥

22歳20歳

学資金

￥

19歳

学資金

￥

18歳

40万円 40万円 40万円 40万円 40万円

学資金

￥

大学プラン

基本型

満期
共済金

※学資金・満期共済金のお受け取りの時期は、お子さまの誕生日ではありません。
※給付率は、上記契約例で口座振替扱いの場合です。
※給付率は、ご契約者、お子さまの契約日の年齢、学資金支払開始年齢など、契約内容によって異なります。【給付率＝給付総額÷払込共済掛金総額】

この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

0歳加入／22歳満期／12歳払込終了／18歳学資金支払開始／タイプ：基本型／
主契約：共済金額200万円／共済掛金払込免除不担保特則あり／口座振替扱いご契約例

116.2%116.2%
●払込共済掛金総額1,720,728円

●給付総額2,000,000円
●年払掛金143,394円(令和8年４月現在）

給付率給付率

差
額＋279,272円

出生後は、低体重等の理由でご加入いただけない場合があります。

※お子さまの出生予定日の
　140日前からご契約できます。上記の加入例なら、出生後よりも0.6%増となります。

さらに、お子さまの出生前からご加入いただくと

116.8%116.8%
●払込共済掛金総額1,711,996円

●給付総額2,000,000円
●年払掛金131,692円（令和8年４月現在）

給付率給付率

差
額＋288,004円

被共済者（お子さま）の告知は必要ありません！

出生後の加入よりも給付率が高くなります！

JAのこども共済がパワーアップ！JAのこども共済がパワーアップ！JAのこども共済がパワーアップ！JAのこども共済がパワーアップ！令和7年4月より

JAのこども共済資料請求キャンペーンサイトから資料請求いただいた先着65,000名様に

2026年4月1日（水）～
2027年3月26日（金）

応募期間

詳しくはお近くの
JAもしくは資料請求
キャンペーンサイトから

JA共済オリジナル アンパンマンアンパンマン
プレゼント！プレゼント！シューズケースシューズケース（キッズ用）（キッズ用）
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